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Ⅰ．総括 

元号が平成から令和に移り変わりましたが、近年の少子高齢社会、家庭や地域の環境の

変化などに伴う社会的孤立、子育てや介護をめぐる問題、児童・高齢者の虐待問題、生活

困窮、子どもの貧困問題など、多様化、深刻化そして複雑化した福祉課題や生活課題は変

わらず山積する中、地域に住む子ども、高齢者、障がい者など、全ての人々が支え・支え

合いながら、住み慣れた地域で自分らしく豊かに暮らすことのできる「地域共生社会」の

実現に向けて、その仕組みづくりが進められており、社会福祉協議会の役割は今後ますま

す重要になっています。 

また、非正規雇用の増加などによる「貧困の連鎖」や「経済的格差」は、社会的孤立を

生み出していることから、本会では従前から家計改善支援事業に取組んでいるところです

が、本年度からは新たに被保護者等就労支援事業を八幡市からの委託事業として実施し、

支援対象者の安定的な就労確保に努めました。 

そして、地域福祉を一層推進する仕組みと支援策の具体化を図るため、八幡市と協

働して策定した「第２次八幡市地域福祉推進計画」は１年目に続き、「認め合い 笑

顔を結ぶ わたしたちのまち」を基本理念に、誰もが住み慣れた地域で安心して生活を

営むために、互いを認め合い、それぞれの個性と能力を発揮できる機会や、必要に応じ

て協働できる関係づくりを「わたしたちの談活」を通じて豊富化に努めたところです。 

しかしながら、介護保険事業所の不祥事につきましては、利用者の皆様をはじめ、市

民の皆様、関係機関の皆様に対しまして、多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしまし

た。このことに対し深くお詫び申し上げますとともに、第三者委員会によります検証結

果および提言を真摯に受け止め、今後二度とこのような不祥事が起こらないように、組

織内のチェック体制の強化等事務改善をはかるなど、再発防止策のための万全の方策に

取組み、今回の不祥事で失われた皆様の信頼回復に全力で取り組む所存です。 

また、令和２年２月からは新型コロナウイルス感染症関連の影響を受け、諸事業・会

議等を中止することになりましたが、市民の皆様方をはじめ行政や関係機関・団体との

連携を充分に図る中で、以下のとおり重点活動に取り組みました。 
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Ⅱ．重点活動 

１．財政活動 

  地域に根差した社協活動を進めるうえで、会費をはじめ、共同募金の配分金、寄附金

などの自主財源の確保に努めました。 

  社協会費は、自治組織の協力を得る中で、普通会員の確保を図るとともに、企業、団

体等への特別会員や賛助会員の拡大に努めました。会員の拡大を図るために、本市社協

オリジナルバッジの着用促進に努めました。 

  共同募金配分金については、八幡市共同募金委員会に参加し、街頭募金や特別資材の

販売等に取り組み、募金配分金の確保に努めました。 

  また、介護保険事業等の公益事業の取組みを進めるとともに、自主財源を確保するた

め、従来の市民や企業からの寄附金や福祉バザー等に加え、新たな収益事業の取組みを

検討しました。 

２．組織の強化 

  理事と評議員で構成する部会では、多様な福祉ニ－ズに的確に対応する取組みについ

て検討し、社協活動の推進に努めました。 

  役員体制の強化等を図るために、多くの役職員が参加できる役員研修会を企画しまし

たが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。 

  職員の資質向上を図るために、研修計画に基づく全職員を対象とした職員研修に取り

組むとともに、日常業務に活かせる専門資格の取得の奨励に努めました。 

  また、地域福祉活動をさらに推進させるために、職員の地域担当制導入の検討を深め

ました。 

３．地域福祉推進計画の推進と進行管理 

   「認め合い 笑顔で結ぶ わたしたちのまち」を基本理念とする第２次地域福祉推進

計画は２年目を迎え、引き続き３つの基本目標に基づき、八幡市と連携を図りながら事

業の推進に努めました。 

  重点プロジェクトの『わたしたちの談活』を通して、地域福祉に取り組む人を育むと

ともに、福祉課題を地域で解決するための場づくりを進めました。そのために、市と社
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協及び学識経験者による「談活 Lab」を開催し、談活の方向性や企画等を協議しました。 

  また、策定に関わった学識経験者や関係団体の代表者で組織する「八幡市地域福祉推

進協議会」で計画の進行管理に努めました。 

４．災害ボランティアセンターの運営 

   災害ボランティアセンターでは、災害時に備え平常時から災害に強いネットワーク

の構築や体制づくりに努めました。 

災害ボランティアセンター運営マニュアルに基づき、研修会や訓練などについて運営

委員会で協議しました。 

５．相談機能の充実と生活支援の推進 

  ふれあい福祉センターでは、市民の身近な相談窓口として複雑・多様化する相談に関

係機関と連携しながら対応に努めました。 

福祉サービス利用援助事業では、判断能力に不安のある市民の方に対し、安心して地

域での生活が送れるように、府社協と連携しながら支援に努めました。 

地域活動支援センターやまびこでは、障がいをもつ人の通いの場の提供のみならず、

生活の安定を支援するためのサービス利用の計画相談の充実に努めました。 

生活に困窮する市民の自立促進を図るため、家計改善支援事業に加え、被保護者等就

労支援事業の取組みを進めました。 

６．絆ネットワーク構築支援事業 

  絆ネットワークコーディネーターを配置し、地域懇談会を開催して地域で活動する団

体間のつながりを深めるとともに、地域住民を支援するネットワーク体制の構築に努め

ました。 

 ７．高齢者等見守り活動の支援  

高齢者等の要配慮者の社会的孤立を防ぐため、地域の関係機関や団体が連携して取組

む見守り、声かけ、支え合い活動の支援に努めました。 

 ８．福祉委員会設立推進並びに活動支援 

     未組織の地域に対し、身近な地域での住民による支え合い活動や交流活動を推進する

福祉委員会の設立に向けた支援をするとともに、地域で活動する福祉委員向けの「活動
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のてびき」の作成と研修と交流の場となる「福祉委員大交流会」を開催し、福祉委員会

活動の支援に努めました。 

９．ボランティア活動の推進 

  市民の福祉ニーズの多様化と増加に伴い、従来の公的サービスだけでは、対応が困難

な状況の中で、ボランティアの役割は、より一層重要となっています。 

ボランティア活動の裾野を広げるためのボランティア講座を開催するとともに、ボラ

ンティアグループの活動の充実に対する支援に努めました。 

10．広報啓発活動の推進 

  地域の福祉ニーズや課題について、市民の理解と協力を得るために、市民に親しまれ

る「社協だより」の発行やホームページの充実に努めました。 

   社協が身近で親しみやすい存在になるように作成した社協キャラクターを啓発活動

に活用することに努めました。 

  市民に福祉についての理解を深めていただくため、市民福祉講座を開催しました。 

また、市民に社協活動を知っていただくため、「福祉出前講座」の取組みを進めまし

た。 

 11. 介護保険関連事業 

   この度の不祥事を深く反省し、今後二度と起こらないように第三者委員会からご提案

いただいた再発防止策の取り組みを進めるとともに、引き続きご利用いただいているご

利用者様には、地域に根ざした社会福祉協議会ならではのきめ細やかなケアプランの作

成と、ケアプランに基づいた訪問介護計画による介護サ－ビスの提供に努めました。 

   介護保険法に定める居宅サービスや障がい福祉サービスの範囲を超えてサービス提

供を希望する市民に対し、有償によるスマイルサポート事業の提供に努めるとともに、

従来からの介護予防を図るための地域支援事業についても、引き続き積極的に取り組み

ました。 

また、介護予防・日常生活支援総合事業として、事業対象者又は要支援の利用者の生

活機能の維持と向上をはかるための「ランチ Deサービス事業」の取組みを進めました。 

認知症サポーター養成講座を開催し、認知症への理解を深める取組を積極的に進めま
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した。 

八寿園デイサービス事業では、自分らしく生き生きと楽しい日常生活を営んでいただ

けるサービスの提供に努めました。 

高齢者の方々が、介護支援サポーター活動を通じて地域貢献や社会参加すること

で、より健康で生きがいのある生活を送られることが目的の「介護支援サポーター制

度事業」についても、引き続き取組みました。 

12．障がい福祉サービス事業 

    障がい者の自立のため、日常生活の支援や社会生活を営むための支援、社会参加や余

暇活動の移動支援サービスの提供に努めました。 

 13. 介護保険事業所における不祥事に対する取り組み 

   居宅介護支援事業所において利用者の印鑑を無断で保有・使用する事案が判明しまし

た。このことを受け、利用者様へ謝罪するとともに、事実の全容を解明するため第三者

委員会を設置しました。 

京都府及び八幡市の検査の結果、事業所指定の一部効力の６ヶ月停止（新規受入停止、

報酬上限７割）及び不正に請求し受領した介護報酬分（総額 52,010,410円）の返還の処

分があり、返還金については、本年３月に全額返還しました。 

また、社協としてこの事案に関与した職員６名を戒告処分とし、監督責任として事務

局長を口頭厳重注意とする処分を行いました。 

     今回の不適切事案が発生した要因は、「組織的な誤解と組織的な思い込み」であり、

日常的業務の中で事業所内の組織的規律が緩んでいたこと、組織的な意思疎通が不十分

であったことが第三者委員会の調査により指摘されております。このことを真摯に受け

止めるとともに、第三者委員会から提言があった再発防止策に取り組みました。具体的

には、全職員を対象としたコンプライアンス研修の実施や介護保険従事者による担当業

務の毎月の自主点検の徹底並びに管理者（所長及び事務局長）による毎月の確認を行う

など、組織的なチェック体制の構築に努めました。今後ともこうした取り組みにより法

令順守とガバナンスの強化を図り、今回の不祥事で失われた信頼の回復に努めてまいり

ます。 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

1.財政活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社協会員の加入促進 

      会費     3,408,705 円 

         500 円普通会員 3,746 口 

        3,000 円特別会員    91 口 

        10,000 円賛助会員     22 口 

                 500 円未満    5,110 口 

           加入率        11.6 % 

・寄付金等 

寄付件数 29 件  金額: 3,077,168 円 

 

・ふれあい福祉基金 

年度末基金総額: 18,329,314 円 

（153,704 円積立） 

・ボランティア基金 

年度末基金総額:101,124,625 円 

（R1.運用益収入:  1,463,764 円） 

・障害者（児）福祉基金 

年度末基金総額:  12,495,808 円 

（R1.運用益収入:   134,388 円） 

 

・自動販売機の収入     72,261 円 

 

3,521,851 円 

      4,010 口 

        80 口 

        25 口 

      5,302 口 

       12.5% 

 

31 件 1,554,137 円 

 

 

18,329.314 円 

(153,704 円) 

 

H30.      101,124,625 円 

H30.運用益収入 1,463,764 円 

 

H30.       12,495,808 円 

H30.運用益収入（134,388 円） 

 

 

2.組織活動 

 

 

 

・理事会・評議員会・監事会 

理事会           7 回開催 

評議員会          3 回開催 

監事会           1 回開催 

    評議員選任・解任委員会   2 回開催 

・専門部会 

  広報啓発部会        4 回開催 

  総務部会          3 回開催 

  介護保険・障がい福祉部会  3 回開催 

  地域福祉部会        3 回開催 

・役職員視察研修会 

   実施日：令和 2 年 3 月 3 日(水) 

   行 先：大阪府茨木市社会福祉協議会 

＊中止（延期） 

・職員研修会 

   実施日：令和元年 9 月 8 日（日） 

   テーマ：法令遵守について 

   参加者：35 名 

 

3 回開催 

2 回開催 

    1 回開催 

1 回開催 

 

    4 回開催 

    3 回開催 

    3 回開催 

    3 回開催 

 

実施日：H31.2.7 

行先：大阪府阪南市社会福祉協会 

参加者：36 名 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

3 災害ボラ

ンティアセ

ンターの運

営 

 

 

① 啓発物の作成 

・災害ボランティアセンターチラシ（1,000 部） 

 ・啓発ティッシュ（500 部） 

 

② センターの啓発（ブース出展） 

・第 3 住宅防災訓練に参加 

 啓発物の配布、災害パネル展示他 

 

③ 運営委員・職員研修 

・茨木市社協における災害時の取り組みについて 

 令和 2 年 3 月 3 日→新型コロナの影響により中止 

 

④ 運営委員会の開催 

 ・年 1 回 

 

 

【大阪北部地震】 

・家の周辺片付け支援他 

 ボランティア対応 55 件 

 業者紹介     86 件 

【台風 21 号】 

・家の周辺片付け支援他 

 ボランティア対応 20 件 

 業者紹介     115 件 

 

 H31.3.9 運営委員・職員向け訓

練 

 年 1 回運営委員会 

 

 

4.高齢者福

祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

・フリージヤ弁当  年間延べ       214 世帯 

                    428 食 

・福祉機器の貸出  車イス       65 回貸出 

               （体験貸出 6 回） 

・地域ひとつなぎ事業 ふれあいサロンの支援 

 年間延べ  666 回開催 

・テレフォンボランティアサービス事業 

利用登録者   12 名 

ボランティア  11 名(年間延べ 196 名) 

 

250 世帯 

    500 食 

  53 回貸出 

      (体験貸出 7 回) 

 

      622 回開催 

 

12 名 

  13 名（年間延べ 186 名） 

5.障がい者

（児） 

福祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉機器の貸出  車イス   65 回貸出（再掲） 

 

・障害者（児）福祉基金（助成） 

 

助成先 助成金額 事業内容 

 

JOINT JOY 

     

 

70,000 円 

 

 

耕運機の購入 

 

 

あしたばの家 

 

70,000 円 

 

複合機のプリンタ

ーの購入 

 

 

 

53 回貸出 

 

 

 

 

・エスペリオ  55,000 円 

（玄関の床の修理） 

 

 

・トリプルハート  46,000 円 

（トイレの手すり設置） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

6.児童福祉

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験事業では、市内中高生 11 名の参加

のもと、市内の高齢者施設（5 施設）障がい者施設

（１施設）ボランティア団体（3 団体）の協力を得

て、実施をしました。 

・男山第三中・中央小・南山小・くすのき小学校の福

祉体験学習に協力しました。 

 

・要保護児童訪問支援事業 

 市が特に必要であると判断した家庭にホームヘルパ

ーを派遣し、育児や家事援助を行う要保護児童訪問支

援事業に取り組みました。  

 ヘルパー7 名を 6 家庭の利用者に派遣をしました。 

               95 回 105 時間 

 

５高齢者福祉施設 

１障がい者施設 

中高生 14 名参加 

男山第三中学校・中央小学校  

くすのき小学校 体験学習 

（手話・点字・要約筆記） 

 

 

 

 

ヘルパー４名を３家庭の利用者へ 

派遣 

    18 回 23 時間 

 

7.共同募金

配分事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・共同募金運動の配分金では、  1,523,849 円の配分を

受け、自主事業である下記の事業に活用しました。 

・フリージヤ弁当配食事業          250 千円 

・テレフォンボランティアサービス事業    150 千円 

・福祉当事者団体活動補助事業           340 千円 

・障がい者週間啓発事業              75 千円 

・社協活動啓発事業               292 千円 

・ボランティア活動支援事業           350 千円 

・サロン活動支援事業           66 千円 

 

・歳末たすけあい運動では  2,766,581 円の配分を受

け、配分委員会で検討の結果、住民参加型の福祉活動

や障がい者通所事業所などへ配分しました。 

・老人施設入所者          2 名    6 千円 

・障がい者通所事業所       8 ヶ所  573 千円 

・障がい者共同生活事業所         3 ヶ所  96 千円 

・おせち料理配食         118 世帯 344 千円 

・地域福祉推進事業       39 団体 1,295 千円 

・福祉当事者団体          8 団体  160 千円 

・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ積立金              292 千円 

 

・災害ボランティアセンター助成事業として、210 千

円の助成を受け下記の備品を購入しました。 

 ・ボランティア用ビブス   200 着 

 ・ボランティア用ワッペン 5,000 枚 

1,555,709 円 

 

250 千円 

150 千円 

340 千円 

75 千円 

390 千円 

350 千円 

 

 

2,574,700 円 

 

 

2 名   6 千円 

8 ヶ所 516 千円 

3 ヶ所  84 千円 

119 世帯 392 千円 

38 団体 1,316 千円 

8 団体  160 千円 

              100 千円 

 

       489 千円助成 

   

      無線機 15 台 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

8．貸付等援護

事業等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・家計相談支援事業   新規相談受付件数  31 件 

            相談利用人数合計 160 名 

            相談利用実績合計 555 件 

・被保護者等就労支援事業（ R1.新規 ） 

 （生活困窮者含む） 

             新規支援件数   39 件 

             今年度支援件数  49 件 

                就職者数  29 名 

・たすけあい資金貸付                １件 

 

・生活福祉資金貸付       44 件  17,197 千円 

 【内訳】 

総合支援資金         1 件      300 千円 

教育支援費           15 件    6,744 千円 

就学支援費           19 件   3,883 千円 

福祉費            16 件   6,270 千円 

緊急小口資金        0 件     0 千円 

・特例緊急小口資金      3 件   600 千円 

   (R2.3/25～) 

      24 件 

      283 名 

      834 件 

 

 

 

 

 

 1 件 

 

60 件    24,504 千円 

   

0 件        0 千円 

 23 件  11,047 千円 

19 件   6,567 千円 

 16 件   6,711 千円 

  2 件     179 千円 

 

9．住民参加

の地域福祉

推進事業 

・くらしのサポート愛（まな）ちゃんの、利用会員と

協力会員をつなぐコーディネートに努めました。 

  

＜会員登録状況＞ 

  ・利用会員   6 名 

  ・協力会員  5 名 

  ・賛助会員  0 名 

   合計    11 名 

 

＜サービスの内容＞ 

家事 介助 移送 

回数 時間 回数 時間 回数 時間 

 91 109.5 34  84 4 16.5 
 

 

 

 

（会員登録状況〉 

 14 名 

       7 名 

    0 名  

合計 21 名 

 

〈サービスの内容〉 

家事  93 回  110.5 時間 

介助  61 回   143 時間 

移送  38 回  44.5 時間 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

10.ふれあい

福祉センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の複雑で多様化する相談内容について、関係機

関との連携や出張相談等を活用して対応しました。  

 

相談件数  88 件（実相談者数：74 名） 

〔相談内容〕 

項目 件数 項目 件数 

生計    6 離婚   0 

年金    0 健康   0 

職業    0 医療   1 

住宅    8 精神  3 

家族   11 人権   2 

結婚    0 高齢  17 

苦情    1 その他  38 
 

 

 

 

1,263 件(33 名) 

 

項目 件数 項目 件数 

生計 22 離婚   0 

年金   0 健康 130 

職業   0 医療  67 

住宅   5 精神 935 

家族  32 人権   0 

結婚   0 高齢   9 

苦情  35 その他  28 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者生活支援センター事業 

 

事業廃止 

 

障がい者の自立と社会参加の促進を

目的に相談事業に取組みました。 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 476 日中活動  17 ﾋﾟｱｶﾝ 17 

人間関係 117 家庭  45 金銭 125 

個別支議 35 認定調査 50 就労 140 

居住 41 個別支援  31 制度 1,29

9 

余暇 26 成年後見 30 福祉機器 11 

職場・学

校 

33 障がい 61 保健・医療 423 

ｹｱﾏﾈ 129 その他 118   

H30 延べ相談件数 3,224 件 

 

11.地域活動

支援センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者総数 1,814 名（サロン利用者総数 432 名） 

・利用者の働くプログラムとして「やまびこ Café」を

隔月で実施しました。        

開催日・参加人数  5 月 31 日  56 名 

         7 月 31 日  47 名 

         9 月 25 日  40 名 

        11 月 27 日  52 名 

         1 月 29 日  36 名 

・やまびこ夏まつり  8 月 31 日  45 名 

利用者総数 1,529 名 

（サロン利用者総数：636 名） 

 

・やまびこ Café の開催 

 8 月・10 月・1 月・3 月 

   合計 180 名参加 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

12.ボランティ

ア活動センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア活動センター運営委員会 5 回開催 

・市民啓発事業 

 「第 10 回みんなで創る福祉のつどい」 

実施日：令和元年 5 月 18 日（土）13:00～16:00 

場 所：市役所前広場・文化センター 

（紙ヒコーキ大会・段ボールハウス工作・ふくし体験 

   コーナー・ミニ福祉バザー） 

参加者： 478 名 

・ボランティア保険の加入者数 1,574 名 

・福祉行事保険 438 件 

 

 

・ボランティア連絡協議会  15 団体（271 名） 

・ボランティアきっかけ講座  年 1 回（参加者 25 名） 

 

 

    5 回開催 

 

第９回みんなで創る福祉のつどい 

実施日：H30.5.19 

場 所：市役所前広場 

文化センター 

 

参加者：340 名 

ボランティア保険 1,785 名 

福祉行事保険     152 件 

 

ボランティア連絡協議会 15 団体

285 名     

・ボランティアきっかけ講座  

年 1 回（参加者 29 名） 

・ボランティア活動者交流会 

年 1 回（参加者 33 名） 

13.福祉委員会

の設立推進並

びに活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和元年度福祉委員会設置数  31 団体 

・令和元年度福祉委員数    441 名 

・ふれあいサロン 53 ヶ所 延べ 666 回開催 

・年 2 回連絡会議の開催(4 月・10 月)・3 月はｺﾛﾅで中止 

【福祉委員大交流会】 

実施日：令和元年 8 月 31 日 9:00～12:00 

場 所：八幡市文化センター小ホール 

（福祉委員会活動パネル展・サロングッズ紹介・八幡支援学校によ

るボッチャ体験コーナー・福祉委員会有志によるオープニングス

テージ） 

    参加者：220 名 

・福祉委員会活動ハンドブック  1,000 部作成       

・H30.委員会の設置数 27 団体 

・H30.福祉委員数     422 名 

・ふれあいサロン 

42 ｹ所・延べ 622 回開催 

・連絡会議   年 3 回開催 

 

 

 

 

14.福祉サービ

ス利用援助事

業 

 

・判断能力が不十分で、日常生活に支障のある高齢者や

知的障がい者、精神障がい者に対し、福祉サービスの利

用援助や日常的な金銭管理を行いました。 

利用者数 25 名 生活支援員登録者数 9 名  

問い合わせ件数 40 件 関係機関との調整 623 件 

新規相談件数 19 件 専門員・生活支援

員の研修への参加 

  9 回 

・山城北中部圏域の社協が合同して、社会福祉士・弁護士・

司法書士・行政書士を対象に事例を通しての交流会を行い

ました。（実施日：H31.2.21・場所：文化パルク城陽） 

 

 

利用者数 29 名 

問い合わせ件数 25 件 

新規相談件数 20 件 

生活支援員登録者数 8 名 

関係機関との調整 668 件 

研修への参加 6 回 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

15.広報活動 

 

 

・年 4 回 社協だよりの発行 

・社協の存在をより理解していただくために、ホームページ

での情報提供にも努めました。 

・社協の概要、社協のしおりの発行 

年４回発行 

 

 

16.啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

・市民に社協の存在を理解していただくため、地域のイベン

トに模擬店等を出店しました。 

・市民の関心の高い暮らしに役立つテーマを設定した市民

福祉講座を開催しました。 

テーマ「あっ それならワタシにもできるかも 

～コミュニケーションを楽しむコツ～」 

 講 師：あそびの工房 もくもく屋 田川 雅規 氏 

 参加者：15 名 

・福祉出前講座 

 各種団体が主催する研修会等に福祉出前講座として、職員

を 5 回派遣しました。 

市民福祉講座の開催 

・11/4 「地震が起きた時、私は、 

地球は・・・」 

        参加者 10 名 

・11/18「災害時に安心できる暮ら

しとは・・・」 

        参加者 8 名 

17.第２次地域

福祉推進計画

の推進と進行

管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画の進捗状況に関する点検や助言を頂くために、八幡市

地域福祉推進協議会を 7 月に開催しました。 

 (3 月はコロナウイルスの影響により中止) 

・わたしたちの談活プロジェクト 

(1)めばえの談活(大人対象ボランティア体験ゼミナール) 

  事前説明会 11 月 10 日 ・ふりかえり会 12 月 15 日 

  体験期間  11 月 12 日～12 月 12 日 

  参加者   19 名 ・ 受け入れ団体 9 団体 

(2)まちの談活 

男山Ａ地区（2 回実施） 

① 夏休みの一定の期間、週 2 回の実施に向けた企画検討 

② 談活のふりかえり 

 長町・樋ノ口地区（2 回実施） 

① 困りごと一覧表の作成し全戸配布 

② 「困ったときの相談先一覧」保管・活用アンケート調査 

男山 E 地区（2 回実施） 

① 談活の趣旨説明  ②地域の情報の共有 

 欽明台西地区（1 回実施） 

① 今後の活動について 

（3）むすびの談活 

＜1 回目＞・医療ソーシャルワーカーとスクールソーシャル

ワーカーの役割及び連携について 

・連携における壁についての座談会 

＜2 回目＞・事例検討・グループ討議 

・計画の進捗状況に関する点

検や助言を頂くために八幡市

地域福祉推進協議会を 11 月

と 3 月に開催 

・めばえの談活 

 市民福祉講座 2 回実施 

・まちの談活 

 男山 A 地区 2 回実施 

 長町・樋ノ口地区 2 回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むすびの談活（2 回実施） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

18.絆ネットワ

ーク構築支援

事業 

・地域住民、関係機関及び専門職による情報交換・協議の場

として、絆ネット地域懇談会 1 回開催しました。 

【第 1 回】実施日：令和元年 10 月 28 日 10:00～11:30 

     場 所：男山中央センター 

     参加者：33 名 

     テーマ：災害時に向けた見守り・支え合い活動 

【第 2 回】令和 2 年 2 月 26 日 

（コロナウイルスにより中止） 

 テーマ：事業所・企業と連携した見守り活動 

（郵便局での異変の発見・UR生活支援アドバイザーの取組、

認知症徘徊模擬訓練報告） 

 

・地域住民による見守り活動・支え合い活動の支援 

 ・見守り隊等の見守り活動支援 

 ・困りごとを受け止めるワンストップ窓口 

 ・住民交流の促進 

・絆ネット懇談会 年 2 回 

 

・男山 B 地区見守り隊 

  活動支援 

・男山八望地区福祉座談会 

・男山第 4 住宅福祉委員会 

19.福祉団体育

成支援 

・福祉団体の運営強化や組織の拡大を図るための支援に努

めました。 

 

20.受託事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リフトカー運行事業 

リフトカー運行状況は下記のとおりです。 

公的機関 医療機関 その他 計 利用延べ人員 

1 221   66  288 288 

(利用実人員 22 人) 

 

・産前産後ホームヘルパー派遣事業 

 ヘルパー6 名を 6 家庭の利用者へ派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

   60   71.5 
 

H30. 公的機関   0 

      医療機関 200 

     その他  77  

       計      277 

(利用実人員 19 人) 

 

・産前産後ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 

 5 名を 3 家庭の利用者へ 

  派遣回数 38 回 

  派遣時間 33 時間 

 

 

 

 

21.施設の管理

運営 

 

 

 

 

・老人憩いの家八寿園運営管理 

【利用者総数】 

  22,808 名（男性 11,223 名・女性 11,585 名） 

 

・福祉会館運営管理 

【利用状況】 

   利用者総数： 12,586 名 

   利用団体数：    37 団体 

 

・老人憩いの家八寿園 

 利用者総数  24,772 名 

（男性： 12,118 名） 

（女性： 12,654 名） 

・福祉会館 

利用者総数  13,924 名 

 利用団体数   36 団体 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

22.介護保険関

連事業 

 

 

 

 

 

 

 

・居宅介護支援事業 

・介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）6 名で、延べ 20 件 

（内他市町村 2 件）の介護認定調査を行いました。 

【ケアプラン作成状況】 

     ・要介護度 1   349 名 

       ・要介護度 2   504 名 

       ・要介護度 3   365 名 

       ・要介護度 4   205 名 

       ・要介護度 5   161 名 

        合計   1,584 名 

 

 

 要支援 1・2 の方の介護予防サービス計画を作成しまし

た。その延べ件数は 305 件でした。 

 

・訪問介護事業 

サービス提供責任者 6 名、訪問介護員 37 名により、 

延べ 13,645 名にサービスを提供しました。 

 回数 時間 

身体介護 2,251   1,409 

身体生活 1,392    1,698 

生活援助 5,626    5,122 

介護予防 4,376    4,259.5 

合 計 13,645 12,498.5 

 

・スマイルサポート事業 （自費サービス） 

 利用者が可能な限りその居宅において、その有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、自

費サービスの提供を行いました。 

        登録利用者 17 名 延べ 145 回 

 

 

 

・認知症対応型通所介護事業 

「老人憩いの家八寿園」で実施している八寿園デイサー

ビス事業については、168 名、1,917 回の利用をいただき

ました。（平均介護度 2.4） 

 

 

 

7 名で延べ 41 件 

（内他市町村 2 件） 

 

・要介護度 1    534 名 

・要介護度 2   603 名 

・要介護度 3   352 名 

・要介護度 4      260 名 

・要介護度 5      200 名 

   合計   1,949 名 

 

 

 

  延べ 308 件 

 

 

サービス提供責任者 6 名 

訪問介護員-37 名延べ 15,824 名 

 回数 時間  

身体介護 2,947 2,014.5 

身体生活 2,262 2,806.5 

生活援助 6,206 5,499.5 

介護予防 4,409 4,532.5 

合計 15,824 14,852.5 

 

 

 

 

 

登録利用者 30 名 延べ 245 回 

 

 

 

 

 

 221 名・2,159 回 

平均介護度 2.5 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

22.介護保険関

連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域支援事業 

要支援・要介護に陥るリスクの高い高齢者を対象に状

態の悪化を防止することを目的に予防事業を行いまし

た。 

 

◇閉じこもり予防支援事業・口腔機能向上支援事業 

 栄養改善事業 

・いきいき介護予防教室（47 回開催） 

  登録者数 27 名・延利用人数 230 名 

 

◇ランチＤe サービス（調理実習・会食） 

 ・登録者数 25 名 ・ 43 回開催 

  延べ利用人数 402 名 

  延べ従事者数 181 名 

 

◇運動器の機能向上事業 

・パワーアップ介護予防教室（53 回開催） 

   登録者数 48 名・延利用人数 647 名 

 

◇閉じこもり予防事業 

 ・はつらつ健康教室（66 回開催） 

  登録者数 38 名・延利用人数 673 名 

 

・介護支援サポーター事業 

 高齢者自身による社会参加を通して、介護予防を推進す

るために実施する事業。 

合計登録者 119 名（H31.新規登録 11 名） 

 

・軽度生活援助事業 

延利用者数 利用回数 利用時間 

    0     0      0 

 

・寝具乾燥丸洗いサービス事業 

乾燥消毒サービス 丸洗いサービス  計 

実施回数 延利用者数 実施回数 延利用者数 実施回数 延利用者数 

 4 190   2  229   6  415 

 

 

 

 

 

 

 

 

（53 回開催） 

登録者数 19 名・延利用人数 197 名 

 

 

登録者数 28 名  49 回開催 

延べ利用人数 314 名 

延べ従事者数 176 名 

 

 

（60 回開催） 

登録者数 56 名・延利用人数 892 名 

 

 

（72 回開催） 

登録者数 55 名・延利用人数 830 名 

 

 

 

 

 114 名(新規登録 20 名) 

 

 

延利用者数 利用回数 利用時間 

2  8  8 

 

 

 

乾燥消毒サービス  丸洗いサービス  計 

回数 利用者数 回数 利用者数 回数 利用者数 

4 227 2 249 6 476 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

23.障がい福祉

サービス事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者居宅介護事業 

ヘルパー18 名を 11 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

1,142 1,320 

 

・知的障がい者居宅介護事業 

ヘルパー7 名を 4 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  203  133 

 

・精神障がい者居宅支援事業 

ヘルパー4 名を 4 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  164  245 

 

・身体障がい者移動支援事業 

ヘルパー7 名で 8 名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

  212  1,183.5 

 

・知的障がい者移動支援事業 

ヘルパー17 名で 20 名の利用者に派遣しました。 

 （内、児童にもヘルパー1 名で 1 名の利用者に派遣） 

派遣回数 派遣時間 

  464  3,173 

 

・精神障がい者居宅移動支援事業 

ヘルパー4 名を 4 名の利用者に派遣しました。  

派遣回数 派遣時間 

   28  130.5 

 

 

 

 

20 名で 11 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

1,173 1,321 

 

 

 5 名で 3 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  268  249 

 

 

12 名で 11 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  221 1,010 

 

 

22 名を 24 名の利用者へ 

（1 名を 1 名の利用者へ） 

派遣回数 派遣時間 

  509 3,370 

 

7 名を 5 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

161 246 

 

 

 

9 名を 5 名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

   38   33 

 

 

 

 


